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回　覧

9月 13日、７８名が参加して「第 15回明照園杯グラウンドゴルフ大会」が開催された。 

 開会式で三宅理事長から「大会を開催するたびに皆さんに喜んでもらえて私も嬉しく思っ

ています。グラウンドゴルフは適度の運動で健康維持にもつながると思います。これからも

頑張って下さい」と挨拶があった。 

 試合開始の 8 時 30 分にはまだまだ強い夏の太陽が照り付け、コンディションは決して良

いとは言えないが皆さん暑さに負けていなかった。80 歳は超えていると思われる女性の方

がホールインワンを決めたときの、こぼれるような笑顔が素敵だった。 

 今回の出場チームは 14 チーム、その内 2 チームが山の浦から、3 チームが内の原からだ

った。 

尚、入賞された人は次のとおりです。 

 

 

 

                      ～作品展示部門～ 

                 １１月５日㈯ 午後１時～午後５時まで  

                 １１月６日㈰ 午前９時～午後３時まで 

       ６日㈰ 午前１０時から先着５０名の来場者へお抹茶のおもてなしを行います。 

 昨年は素晴らしい作品が多く展示され、「すごい！」と感嘆の言葉を多数いただきました。 

今年も多数出品をお願いします。    

※出品については久玉地区コミュニティセンターへ申し込みの上、 

１１月５日㈯ 午前１０時～１２時までに搬入をお願いします！ 

ステージ発表部門の詳細については久振だより１１月号に掲載します！ 

       成  績 

1位  福本 幸人  ３８点 

２位  戸村 隆臣  ３９点 

３位  野口 清見  ４０点 

４位  山中 初男  ４１点 

５位   上 寿美   ４２点 
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8 月 29 日ふれあい広場（グラウンドゴルフ場）の除草
作業を行った。 

7 時 30 分作業開始、15 分前に広場へ着くと、既に作
業を始めている人もいる。 
少しでも無駄な時間を過ごしたくないのだろう、やる気

が感じられた。定刻の 7 時 30 分には 50 名程が集い、
ほとんどが 70歳から 80歳代の高齢者だが、グラウンド
ゴルフをする姿も若々しいが除草作業をする様子も年齢
を感じさせない。 
刈払い機を扱う人、草引きをする人、処理した雑草を

集める人と、夏の暑い陽射しにも負けずに精を出す姿

は、まだまだできるぞとの気概が感じられた。 

9月 16日、牛深東小 1年生 9名と 2年生 12名が教室と体育館の間にある花壇にダイコンの種を
蒔いた。１年生はとにかく可愛い、種を蒔く箇所の土を少し掘ってやって「ここに 3粒ずつ蒔いて下さい」
と言うと小さな手で懸命に蒔いていた。2 年生は去年もやっているので「立派な野菜を作るのに大事な
ことはなんですか」と質問すると手をハイと挙げて「水やりをすること」「肥料をやること」「太陽の光があ
ること」「草ひきをすること」と覚えてくれていたのが嬉しい。 
同日、3年生 22名は桜島大根の種を蒔いた。身体も大きくなって手際も良く 3粒ずつ種を蒔くと黙

っていても土を被せ水かけをしていた。 
 10月には 1・2年生ともブロッコリーの苗植えをして、たんぽぽ・なかよしクラスはカリフラワーとレタス
の苗植えをする予定。最後に、「立派な野菜を作るのに大事なことは水やりをすること、草ひきをするこ
と、それはみんなの仕事ですチャンとやってね！」と約束して 9月の野菜作り体験授業は終了した。 

３年生 ２年生 

１年生 


